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取扱説明書 

お買い上げいただきありびとラございまず。 


垃警结 

電気製品はま全のためのま意事項を守らないと、义災や人身事故になるこ 
とびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品の取り扱い 
かたを示しています。 この取扱説明書と別冊の r ま全のために」をよくお読 

みの5え、 製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、いつで 
ち見られるところに必ず保管してください。 
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ほ用上のごを意 

設置場所について 

次のよラな場所には置かないでください。 

• ぐ6ついた台の上や不安定な所。 

• じゆうたんや巧団の上。 

• 湿気の多い尸斤、風通しの悪いド斤。 

• ほこりの多い所。 

• 直射曰光が当たる所、温度が高い所。 

• 極端に寒い所。 

• チューナーやテレビ、ビデオデッキか日近い所。 
(チューナーやテレビ、ビデオデッキといっしょに使用す 
るとき、近くに置くと、ノイズが入ったり、映像が乱れた 
りすることがあります。特に室内アンテナのときに起こり 
やすいので屋外アンテナの使用をおすすめします。） 

音量を調節ずるとをは 

スーパーオーディオ CD は CD と比べ、可聴帯域を超える高域 
成分の出力が可能です。不用意に音量を上げてしまうと、音 
が聞こえないにちかかわらず、ノイズが発生したりアンプの 
保護回路が働いたり、スピーカーを破損したりするおそれが 
あります。 

再生を始める前には音量を必ずルさくしておきましょラ。 

ステレオを聞<とまのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになるとさは、隣近所に迷惑がか 
からないよラな音量でお聞さください。特に、 

夜はルさめな音でを周囲にはよく通るをので 
す。 

窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるなど 
お互いにむを配り、快い生活環境を守りましょ 
ラ。このマークは音のエチケットのシンボル 
マークです。 

結露について 

部屋の暖房を入れた直後など、内部のレンズに水滴がつ<こ 
とがあります。これを結露といいます。このときは、正常に 
動作しないばかりでなく、ディスクや部品を傷めることがあ 
ります。本機を使わないときは、ディスクを取り出しておい 
て < ださい。 

結露が生じたときは、ディスクを取り出して、電源を入れた 
まま約1時間放置し、再度電源を入れ直してからお使い<だ 
さい。をし何時間たってち正常に動作しないとさは、ソニー 
サービス窓口にご相談ください。 



本がを持ち運ぶとまは 

• 入っているディスクは、必ず取り出しておいてくださ 
い。 

• 必ずディスクトレイを閉めた状態にしておいてくださ 
い。 

ディスクを入れたとまは 

本体か6発信音や機械音が聞こえることがあります。 

これは、各ディスクに合わせて本体内部のヴーボが自動調節 
を行ったとさに出す音です。 

また、そったディスクを入れたとさに、再生中に自動調節機 
能が働き、本体から機械音が聞こえることがあります。 

CD - R / CD - RW 再を時のごま意 

CD - R / CD - RW ドライブで録音されたディスクには、傷やミち 
れ、また録音状態や録音機の特性等が原因で、再生でさない 
ちのがあります。 

また、すべての録音終了時に録音の終わりを記録するファイ 
ナライズ作業をしていないディスクは再生できません。 

ごま意 

スーノくーオーディオ CD プレーヤーは、ディスクを□ーディングして 
から再生が始まるまでの時間げ、一般的な CD プレーヤーより長<か 
かることがありますが、故障ではありません。 

これは、ディスクの種類の判別、サーボ調整、著作権保護の確認な 
どを、再生するディスクごとに本体内部で自動的に行っているため 
です。 


この取扱説明書の使いかた 


• 「準備」 （4 〜9ページ）をご覧になって接続などの準備を済 
ませて < ださい。 

• この取扱説明書では、主に本体での操作のしかたを説明し 
ています。 

• リモコンでは、本体と同じ表示のボタンを使って、同様に 
操作でさます。 

• この取扱説明書では、次の記号を使っています。 


記号 意味 



この操作は U モコンにあるボタンでのみ 
巧能です。 



知っていると便利な情報です。 


本がのお手入れのしかた 

キャビネットやパネル面のミちれは、中性洗剤をかし含ませた 
柔らかい巧でふいてください。シンナーやベンジン、アル 
コールなどは表面を傷めますので使わないで<ださい。 


2 


まな特長 - 目次 


スーパー オーディオ CD とは 

• スーパーオーディオ CD とは、現行の CD などに用いら 
れている PCM ち式とは異なる DSD (ダイレクトスト 
U —ムデジタル）ち式で記録された、新しい高音質オー 
ディオディスクの規格です。 DSD ち式は、 CD の64倍 
にあたるサンプ U ング周波数で、1ビットの量子化の採 
用により、現行の CD をはるかに超える広い再生帯域と 
可聴帯域における十分なダイナ5ックレンジをおな 
し、原音をより忠実に再現します。 

• スーパーオーディオ CD には、2チヤンネルステレオの 
他に、最大6つの独立したチャンネルを持つ「マルチ 
チャンネル」のディスクを用意されています。スーパー 
オーディオ CD のマルチチャンネルは、現在 AV システ 
ム等で主流となっている、いわゆる 5.1 チャンネルと同 
等のスピーカー配置を採用しています。 


本機の特長 

本機は、スーバーオーディオ2チヤンネルとマルチチヤンネ 

ル、および現行の CD の再生に対応しており、 LU 下のような 

特長びあります。 

• スーノ くーオーディオ CD と現行 CD のディスク信号の読 
み取りに、さ々の専用波長のレーヴーを持つ、ディス 
ク U- トデュアルレーヴー光学ピックアップを搭載。 

•先進のサーボメカニズムにより、迅速なトラックアク 
セスを実現。 

• マルチ.チヤンネル-マネジメント機能により、ス 
ピーカーの配置やサイズに合せた、マルチチヤンネル 
の再を環境の設定び可能。 

•スーパーオーディオ D/A コンバーターや、ダイレク 
トデジタルシンクシステムの採用で、より高音質の再 
をを実現。 

• ディスクタイトルやトラックタイトルなど、スーパー 
才ーディオ CD/CD ディスクの TEXT 表示に対応。 

• し LINK を使ったデジタル伝送び可能。これまで6本の接 
続コードび必要だった接続び、 LUNK ケーブル1本のみ 
でつなぐことびでさ、より高音質でお楽しみいただけ 
まず。 

• DTLA のコピープ□テクシヨン技術 （Revision 1.2) に 
対応。 

その他 

• スーバーオーディオ CD では、最大255曲までのトラッ 
ク/インデックスま号の収録び可能になりました。 
SCD-XA90 日日 ES はこのフォーマットに対応していま 
す。 

• 通常のソニー製 CD プレーヤーと同時に本機を使用する 
場合に、 CD プレーヤーと本機の両方の操作び可能なI」 
モコンを付属しています。 


準備 

接続を始める前に . 4 

接続する . 己 

各部の名称とはた 5 き 

本体前面 . 10 

本体後面 . 12 

リモコン . 13 

ディスクを再生ずる 

本機で再生できるディスクについて . 14 

再生する . 16 

表示窓の見かた . 17 

再生したい巧を探す . 20 

再生したい部分を探す . 20 

繰り返し再生する . 21 

ランダムに再生する（シャッフル再生） . 22 

聞さたい巧を好さな順番で再生する 

(プ□グラム再生） . 23 

デジタルフィルターを切り換えて CD を聞く…24 
デジタル出力のオン/オフを切り換える……24 

マルチチャンネルスーノ（ーオーディオ CD ディスク 
を聞く（マルチ • チャンネル-マネジメント 
機能） . 2己 

その他の情報 

ディスクの取り扱い上のごミ主意 . 29 

故障かな？と思った日 . 30 

メッセージ表示一覧 . 31 

保証書とアフターサービス . 31 

をな仕様 . 32 

索引 . 33 


























準備 


この章では、お手持ちのオーディオ機 
器と本機の接続のしかたを説明しま 
す。 

接続する前に必ずお読みください。 


ち続を始める前に 


付属品を確認する 

本機とともに、次の付属品び同捆されています。 

•才一Xィオ接続コード 

ピンプラグ X 2 (赤/白）^ピンプラグ X 2 (赤/白） （3) 
ピンプラグX1(黒）卜►ピンプラグX1 ( 黒） （2) 

• lLINK ケーブル （1) 

• 電源コード （1) 

• 電源プラグアダプター （1) 

• U モコン （1) 

• 単3形乾電池に） 

• ソニーご相談窓口のご案内 （1) 

• 安全のために （1) 

• 保証書 （1) 

政上の付属品がそろっていないときは、お買い上げ店、また 
はソニーサービス窓口にご連絡ください。 


リモコンに電池を入れる 

付属の乾電池2個の©と©と、電池入れ内部の表示ををわせ 
て入れる。 

乾電池の寿命は約6か巧でず。 

残りびかなくなると、 U モコンで操作できる距離び短くなります。 
これを目安にして、2個とち新しい乾電池に交換します。 



乾電池の使いかたを誤ると、液ちれや破裂のおそれびあります。次 
のことを必ず守ってください。 

—©と谷の向きを正しく入れてください。 

—新しい乾電池と使った乾電池、または種類の違ラ乾電池を混ぜ 
て使わないでください。 

—乾電池は充電しないでください。 

—長い間 U モコンを使わないとさは、乾電池を取り出してくださ 
い。 

—液ちれしたとさは、電池入れについた液をよくなさ取ってか b 
新しい乾電池を入れてください。 
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接続する 


スーパーオーディオ CD プレーヤーと他の機器を接続しま 
す。接続するとさはプラグを端子にしっかり差し込んでくだ 
さい。しっかり差し込まないとノイズの原因になります。 
接続するとさは、機器の電源を必ず切ってください。 

ANALOG 5.1 CH OUT 端子を使ってマルチチヤンネルアン 
プや日. 1 CH 入力対応の AV アンプと接続すると、マルチチヤ 
ンネル再生を楽しむことがでさます。 

通常のアンプと接続する場をは 、 ANALOG 2 CH OUT 端モ 
を使って接続します。 


ANALOG 5.1 CH OUT 端子に接続する 

オーディオ接続コードを使います。本機の各端テ （FRONT 
L / R、SURROUND L / R 、 CENTER、SUB WOOFER ) を 
それぞれに对応したアンプの端子と接続します。 

FRONT L / R、SURROUND L / R 端子の接続には付属のオー 
ディオ接続コード（赤/白）を使用します。白 （ L ) 端テには 
白プラグを、赤 （ R ) 端テにはホプラグをつなぎます。 
CENTER、SUB WOOFER 端テの接続には付属のオーディ 
才接続コード（黒）を使用します。 


CENTER、SUB WOOFER 端子の接続 

オーディオ接続コード（黒）（付属） 

■ 11 ■! "賴 1 ' 

ごミち意 

• マルチチャンネルアンプや AV アンプと接続する場合は、アンプの 
CD ( SACD ) 入力に切り換えても音び出るようにするため、 
ANALOG 5.1 CH OUT 端子のみではなく 、 ANALOG 2 CH 
OUT 端子ち接続してください。 

• CD および2チャンネルスーパーオーディオ CD ディスクを再生中、 
5.1 CH OUT の FRONT (し R ) 端テには、 2 CH OUT (し R ) と 
同じ信号が出力されますが、本機のトライ-パワード- D / A コン 
バーター. システム により、 2 CH OUT 端テか5は、より高音質な 
信号び出力されます（6、9ページ)。 

• マルチチャンネルスーパーオーディオ CD ディスクを再生中、 2 CH 
OUT (し R ) 端子には、己. 1 CH OUT の FRONT 〔し R ) と同じ 
信号び出力されます。（マルチチャンネルの2チャンネルダウン 
S ックス信号は出力されません。） 

• マルチチャンネルスーパーオーディオ CD ディスクは、日. 1 CH 
(チャンネル）のほかに、己 CH 、4 CH 、3 CH 等のチャンネル数の 
ディスクちあります。これらのチャンネル数のディスク再生時は、 
己. 1 CH OUT 端テのすべての端子から音び出るとは限りません。詳 
しくはマルチチヤンネルのソフト（ディスク）のジヤケットや添付 
の説明書をご覧ください。 


FRONT L / R、SURROUND L / R 端子の接続 
才ーデイオ接続コード（ホ/白）（付属） 

白…白… 

ホ(の <=m : =：y ホ (R) 




r # 


r# 


( S ) 


0 


r # 

@ 


a □ 

cMRl optical 











マルチチヤンネルアンプ 
または 5.1 CH 入力が応 
の AV アンプなど 


口 


巧 
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接続する 



CD (または SACD ) 
(L/R) 入力端子 


ステレオアンプなど 






ANALOG 2 CH OUT 端子に接続する 


オーディオ接続コードを使います。 

アンプの CD (または SACD ) 入力端子に接続します。白 
( L ) 端テには白プラグを、赤 （ R ) 端子には赤プラグをつなざ 
ます。 

才ーディオ接続コード（付属） 

白 ( L ) 白 ( L ) 

ホ(の啤、こ王!日^赤 ( R ) 


ご ミ 主意 

マルチチヤンネルスーノくーオーディオ CD ディスクを再生中、 2 CH 
OUT (し R ) 端子には己. 1 CH OUT の FRONT (し R ) と同じ信号 
が出力されます。（マルチチヤンネルの2チわンネルダウンミックス 
信号は出力されません。） 


2 CH OUT 端子か6の出力について 


CD および2チヤンネルスーパーオーディオ CD ディスクを再 
生する場合、ステレオ信号が FRONT 、 SURROUND 、 
CENTER/SUB WOOFER の各 D / A コンバーターに入力され 
ます。そしてその信号は D / A 変換後合成され、 2 CH 0 UTi 端 
子から出力されます。同一の信号を3つ合成する場を、理論 
的には信号は3倍、ノイズ成分は v ^3 倍となりますので S / N の 
改善がはかれます。このよラに 2 CH OUT の信号は優れた音 
質を達成しています。しかしこのよラな回路構成のため、マ 
ルチチヤンネルスーパーオーディオ CD ディスク再生時には 
上記の機能は働きません。 2 CH OUT 端テからは、 5.1 CH 
OUT の FRONT (し R ) と同じ信号が出力されます（マルチ 
チヤンネル信号がダウンミックスされた信号は再生されませ 
ん）。 
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i 丄 INK をほって接続する 


SCD - XA 9000 ES と TA - DA 9000 ES を、付属の lLINK ケー 
ブルでつなぎます。 

し LINK ケーブル（付属） 



ごま意 

• 本機のし LINK 接続は TA - DA 9000 ES にのみ対応しています。本徽ま 
LLINK の機能を一部制限しており、 TA - DA 9000 ESUm と LLINK 接続 
した場合は正常に動作しないことびあります。 

• LLIN 怡瑞テに金属び触れるとショートし、接続した機器にトラブルび生 
じる場合びあります。 

• プラグはしっかりと差し込んでください。不完全な接続は誤動作の原因 
となります。 

• 本機び対応している信号については、32ページをご覧ください。 

• i 丄 INK 対応機器の中には、コピー•プロテクション技術に対応し、暗号 
化した信号を破う機器びあります。本機は DTLA のコピ ー• プ□テク 
ション技術 （Revision 1.2) に対応しています。 

•表お窓の n . LINKJ は本機びし LINK 端子から音声信号を出力できる状 
態を表しています。 


[ rfiK をする J とは？ 


lLINK 対応機器間を i 丄 INK ケーブルで接続しただけでは、音 
楽信号の送受信をすることはでさません。音楽信号を送信す 
る機器と受信する機器を UNC (Logical INterface 
Connection ) する必要があります。 「 UNC する」とは、送 
受信を行ラ機器間に r 音楽信号の論理的な経路を確立する」 
ことを意なします。この論理経路には識別番号があり、送信 
側はこの経路に音楽信号を出力し、受信側はこの経路の音楽 
信号を入力します。送受信を行う機器は、この経路を互いに 
知っている必要があります。 UNC するとさ、 i . LINK 対応機 
器間で、 LUT のよラなやりとりが行われます。 


例 

TA - DA 9000 ES から SCD - XA 9000 ES を UNC するとき 
© SCD - XA 9000 ES に対して、「これから、音楽信号の論理的な経路 
を確立してください」と、音楽信号の経路の識別情報を送る。 


① 


TA-DA 9000 ES 

今 

SCD-XA 9000 ES 

⑤ 





⑤「了解です」と SCD - XA 9000 ES び信号を送る。 

じ(上のよラなやりとりが行われ、 UNC が完了して初めて、 
LLINK 対応機器間で音楽信号を送受信することがで舌るよラ 
になります。 
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i 丄 INKS200 
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接続する 
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高音質で聞 < 

(H-AT-S- (High quality digital Audio 
Transmission System) 機お） _ 


TA - DA 9000 ES の H . A . T . S . 設定を 「 On 」 にすると、 TA - 
DA 9000 ES 側で i . LINK か 6 入力されたデジタルオーディオ 
信号をバッファに蓄え、精度の高いタイミングでバッファか 
6信号を読み出しアナ□グ信号に変換します。このため、デ 
ジタルオーディオ信号転送時に生じるジッター（信号を読み 
取るタイミングの時間軸のゆれ）の!■ミ響を受けず、音質が良 
くなります。この機能を使っているときはデジタル音声信号 
が TA - DA 9000 ES に入力されると、 TA - DA 9000 ES の表示 
窓に 「 H . A . T . S 」 が点灯します。この機能を使わないときは 
TA - DA 9000 ES の H . A . T . S . 設定を 「 Off 」 にします。詳しく 
は TA - DA 9000 ES の取扱説明書をご覧ください。 


DIGITAL に D) OUT OPT に AL 端子に接続 
する 


DIGITAL ( CD ) OUT OPT に AL 端子を使ラときは、端子の 
キャップを抜き、光デジタル接続コードのプラグをカチッと 
音がするまでまっすぐに差し込みます。 


巧デジタル接続コード（別売り） 



ごま意 

DIGITAL ODD ) OUT 端子か b は CD のときのみ出力されます。スー 
パーオーデ イオ CD のと さは出力されません。 

し LINK ランプが点なしているときは 

DIGITAL ( CD ) OUT 端子からは出力されません。 


ごを意 

• H . A . T . S . 機能の性質により、再生機の操作（例：再生ボタンを巧す、停 
止ボタンを巧す、一時停止ボタンを巧す、など）をしてから音び変わる 
までかし時間の遅れびあります。また、 CD とスーパーオーディオ CD と 
では遅れる時間び異なる場をびあります。 

• H . A . T . S . 機能は、 H . A . T . S . 機能に対応する機器にのみ働きます。 

• H . A . T . S . 機能は、1台の TA - DA 9000 ES から選ばれているときに働きま 
す。これは、プ□グラムソースからのデジタル音声信号の転送速度を 
TA - DA 9 日日 0 ES び調節するのに対して、 lLINK の経路内では、適切な 
信号転送のため、ある機器からのオーディオ信号を受け取る磯器は1つ 
だけ、と決まっているからです。 

着作権について 

著作権保護に対応した i . LINK 対応機器には、デジタルデータ 
のコピー-プ□テクシヨン技術が採用されています。 

この技術のひとつは 、 DTLA (The Digital Transmission 
Licensing Administrator ) というデジタル伝送における著 
作権保護技術の管理運用団体か6許可を受けているをので 
す。この DTLA のコピー-プ□テクシヨン技術を搭載してい 
る機器間では、コピーが制限されている映像/音声/データ 
において、 i . LINK でのデジタルコピーができない場含があり 
ます。 

また、 DTLA のコピ ー• プ□テクシヨン技術を搭載している 
機器と搭載していない機器との間では、 i . LINK でのデジタル 
の映像/音声/データのやりとりができない場をがありま 
す。 

• し LINK は、 IEEE 1394-199 己と IEEE 1394 a - 200日を示す呼称です。 

し LINK と i . LINK □ゴ"心"は、ソニー株式を社の商標です。 


DIGITAL に D) OUT COAXIAL 端子に接続 
ずる 


同軸デジタル入力端テのある機器と接続するときは、同軸デ 
ジタル接続コードを使います。 

同卽デジタル接続コード（別売り） 

«=r IT h> 

ごま意 

DIGITAL に D ) OUT 端子からは CD のときのみ出力されます。スー 
パーオーデイオ CD のと さは出力されません。 

し LINK ランプが点なしているときは 

DIGITAL ( CD ) OUT 端子からは出力されません。 


電源コードをつなぐ 


付属の電源コードを本体の AC IN 端テにつないでから、壁の 
コンセントにつなざます。 
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電源コードについて 

本機は、3極プラグの電源コードになっています。3極プラグ 
がお使いになれないとさは、お使いになるコンセントの形状 
に含わせて、付属の電源プラグアダプターか市販のプラグア 
ダプターをお使いください。 

3 極コンセントの場台 



2極コンセントの場含 

• コンセントの差し込み□に長短の違いがある場台： 

ふたつのブレードの幅が違ラ付属の電源プラグアダプ 
ターを お使いください。 



• コンセントの差し込み□が同じ長さの場台： 

市販のプラグアダプターをお使い<ださい。 

このとさ市販の検電ドライバーなどを使って差し込み 
巧の極性をチェックできます。検電ドライバーを差し 
込んでネオンランプが点灯しないちがアース側です。 
上の図の 「 N 側」のブレードをアース側に差し込みま 
す。 

ノイズ （ A ム）が出るとまは 

アース回路の電位差が原因となっている場合があります*。 
このとさは、付属の電源プラグアダプターを使ったラえで、 
アース線をどこにを接続しないでお使いください。 

* 家庭用の電源コンセントのアース（グラウンド）は通背ま全アース 
用ですが、コンセントごとに微ルな電位差がある場合があります。 
そのため付属の3極コードをそのまま使ラと、かえって音質が祟化 
した0ブーンといラ八ムノイズが出ることがあ0ます。 


出力端子に関ずるごま意 

本機は「トライ-パワード- D / A コンバーター-システム」 
と「マルチ-チヤンネル-マネジ><ント機能」を搭載してい 
ます。そのため、各モードでの出力は下記のよラになりま 
す。 


再生 

ソース 

"7 ル チ•チヤンネル 1 

7 がメントの 

巧〇 

攻疋 

2 CH 

OUT 

端モ 

5.1 CH 

OUT 

端モ 

へッ ドホン 
端テ 

D に HTIL 
( CD ) OUT 
端子 

CD 

機能しません 

が 

〇 

が 

び 3 

ス-パ— 

Direct 

が 

〇 

が 

X 

才-デイオ CD 






にか） 

2 ch + SW 

〇 

〇 

〇 

X 

ス-パ— 

全ての再生 





才-デイオ CD 

モードで 

が 

〇 

が 

X 

(マルチ） 

共通です 






トライ-パワード- D / A コンバーターによる出力。 

*2 aNAL 0 G 5.1 CH OUT の FRONT (し R ) と同じ信号が出力され 

よ9 0 

* 3 の. OUT 戶 UT 」 が 「 ON 」 に設定されている場合のみ （24 ぺ一 
ジ)。 

ご注意 

トライ-パワード- D / A コンバーター-システムは、 2 CH OUT 端テ 
から出力される 2 CH 信号に巧してのみ機能します。 

し LINK ランプが点なしているときは 

• i.LINK S 200 AUDIO OUT 端子 L ソがのすべての端テ (ANALOG 
2 CH 0 UT 端テ、 ANALOG 己. 1 CH OUT 端テ、ヘッドホン端テお 
よび DIGITAL ( CD ) OUT 端子）からは音声び出力されません。 

• マルチ-チヤンネル-マネジメント機能は働さません。 

し LINK ランプび点打しているときにへッドホンを使いたいと 
さは 

へッドホンを本機ではなく、アンプ側のへッドホン端テに接続して 
<ださい。 




る部の名祝と 本化前面 

はた S を 


この章では、本体前面と後面、付属の 
U モコンの各部の名称とはたらさの簡 
単な説明をしています。 

また、表示窓の見かたについての説明 
ちしています。 

各部のはたらさについて詳しくは、名 
称のあとの （） 内のページをご覧く 
ださい。 


丘 ] POWER スイッチ り6ぺージ） 

本機の電源をオンにします。 

回 TIME/TEXT ボタン （17 ぺージ） 

巧すたびに、巧の再生時間や CD 全体の残り時間、 TEXT 
情報を表おします。 

图 SACD/CD ボタン り6ぺージ） 

八イブリッドディスクを再生するとさに、 HD レイヤーと 
CD レイヤーを切り換えることびできます。 

团 し LINK ボタン （16 ぺージ） 

巧すたびに、 i.LINK 機能のオン/オフを切り換えること 
びでさます。 

し LINK ランプ （16 ページ） 
i.LIN K 機能の使用中に点なします。 


固 ディスクトレイ り6ぺージ） 

開閉は合ボタンで行ってください。 
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固合 ボタン （16 ぺージ） 

ディスクトレイを開閉します。 

团 ►ボタン （16 ぺージ） 

再生を始めます。 

►►ランプ 

再生中に点なします。 

圓 II ボタン （16 ページ） 

再生を一時停止します。 

II ランプ 

一時停止中に点なします。 

回 ■ボタン （16 ぺージ） 

再生を停止します。 

画 PHONES 端子 

へッドホンをつなざます。 

マルチチヤンネルスーノ くーオーディオ CD を再生中、 
PHONES 端テには 5.1 CH OUT の FRONT (し R ) と同 
じ信号び出力されます。 


回 PHONES LEVEL つまみ 

へッドホンの音量を調節します。 

回 MENU ボタン（15、24、25ぺージ） 

メニュー項目を表示します。 

また、メニュー項目の表おを終了し、通常画面に戻しま 
す。 

回 MULTI/2CH ボタン （16 ぺージ） 

2チャンネル+マルチチャンネルスーバーオーディオ CD 
ディスク （15 ページ）再生時に、マルチチャンネル再生 
と2チャンネル再生を切り換えることびでさます。 

回 U モコン受光部 

固表示窓 （17 ページ） 

さまざまな情報を表おします。 

画 M^AMSW ダイヤル （AMS 頸出し）に〇ぺージ） 

ダイヤルを左に回すと前の巧、ちに回すと巧の巧の頭出 
しを行います。 
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本化後面 



アナ□グ アウト 

圧! ANALOG 5.1 CH OUT 端子 （日ページ） 

オーディオ接続コードで日. 1 CH 入力対応の入力端子（マ 
ルチチヤンネルアンプまたは AV アンプ）と接続します。 

デジタル アウト コアキシャル 

图 DIGITAL ( CD ) OUT COAXIAL 端子 （8 ぺージ） 

同軸デジタル接続コードで他の機器と接続します。 

デジタル アウト オプティカル 

固 DIGITAL ( CD ) OUT OPTICAL 端子 （8 ぺージ） 

光デジタル接続コードで他の機器と接続します。 

ア寺 U ンク 

团 i.LINK S 200 AUDIO OUT 端子 （7 ぺージ） 

lLINK ケーブルを用いて TA - DA 9000 ES と接続します。 

固 AC IN (8 ぺージ） 

電源コードを接続します。 

アナ□グ アウト 

固 ANALOG 2 CH OUT 端子 （6 ページ） 

オーディオ接続コードで他の機器（ステレオ/2チャンネ 
ル）と接続します。 


ご注意 

图图の D に ITAL に D ) OUT 端テからは CD のときのみ音声が出力 
されます。スー y くーオーディオ CD のとさは音声び出力されません。 

し LINK ランプが点なしているときは 

i.LINK S 200 AUDIO OUT 端テ政外のすべての端子 （ANALOG 
2 CH 0 UT 端子、 ANALOG 己. 1 CH OUT 端テ、ヘッドホン端テおよ 
び DIGITAL CCD ) OUT 端子）か6は音声び出力されません。 
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u モコン 


田 CONTINUE ボタンに2ページ） 

シャッフルやプ□グラム再生中に巧すと、ふつラの再生 
に戻ります。 

SHUFFLE ボタンに2ページ） 

シャッフル再生になります。 

PROGRAM ボタンに3ページ） 

プ□グラム再生になります。 

回 DISPLAY MODE ボタン （18 ページ） 

表示を消して再生することがでさます。 

固 TIME / TEXT ボタン （17 ぺージ） 

押すたびに、巧の再生時間や CD 全体の残り時間 、 TEXT 
情報を表おします。 

团数字ボタンに0ページ） 

ダイレクト選巧を行います。 

固 >10ボタンに0ページ） 

曲番11政上を探すときに使います。 

固 REPEAT ボタン （21 ぺージ） 

ディスクの全曲または1曲だけを繰り返して再生します。 

团ボタンに2ページ） 

A - 目 U ピート再生を行います。 

固 [> ポタン （16 ページ） 

再生を始めます。 

■ ■ボタン （16 ページ） 

再生を一時停止します。 

■ボタン （16 ページ） 

再生を停止します。 

回 AMSI ◄◄/ ►w ( AMS 彌出し）ボタン 

(20 ぺージ） 

曲の頭出しを行います。 

画◄◄/►►ボタンに〇ぺージ） 

曲の中の聞きたい部分を探すときに使います。 

回 index 一一/—、ボタンに0ページ） 

インデックス付きディスクの場含にインデックスの付い 
た位置の頭出しをします。 

回 SACD / CD ボタン （16 ぺージ） 

押すたびに、 「 SACD 」 か rCD 」 が表示窓に表示されま 
す。お聞さになるディスクの種類にをわせて切り換えま 
す。 


圆 MULTi /2 CH ボタン （16 ページ） 

2チヤンネル+マルチチヤンネルスーノ（ーオーディオ CD 
ディスク （15 ページ）再生時に、マルチチヤンネル再生 
と2チヤンネル再生を切り換えます。 

エンター 

回 ENTER ボタンに7ぺージ） 

選んだ項目をま定します。 

固 CLEAR ボタン （23 ページ） 

プ□グラムされた曲を削除します。 

画 LEVEL ADJ ボタン （27 ぺージ） 

マルチ-チヤンネル-マネジメント機能に5ページ）使 
用時に出カバランスを調節します。 

回 CHECK ボタンに3ぺージ） 

プ□グラムの順まを確認します。 
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ディスクを 
再生ずる 

この章では、さまざまな再生のしかた 
を説明しています。 


本機で再までをるディスクについて 


本機では次にあげるディスクの再生が巧能です。ディスクの 
種類によって SACD / CD ボタンや、 MULTI /2 CH ボタンを巧 
して再生したい場所を選びます。 

なお、実際のディスクはし^下の分類の、レイヤー構成とェ U 
ア構成の各々が組みをわさったちのとなります。 


ディスクのレイヤー（層）の構ぶによる巧類 


スー パーオーディオ CD (シングルレイヤーディスク） 

HD (八イデンシティ）レイヤー（スーパーオーディオ CD 用 
の高密度信号層）単層のみのディスクです。 

このディスクでは自動的にスーパーオーデイオ CD の再生が 
選ばれます。 


HD (スーパーオーディオ CD ) 
レイヤ- 



スー パー オーディオ CD (デュアルレイヤーディスク） 

長時間再生を可能にした、 HD レイヤーが2層になっている 
ディスクです。 

このディスクでは自動的にスーパーオーディオ CD の再生が 
選ばれます。に層構成ですが片面読み出しのため、ディスク 
を裏返す必要はありません。） 



HD (スーパーオーデイオ CD ) 
レイヤー 

HD (スーパーオーデイオ CD ) 
レィャー 


CD 

現行フオーマツトの CD ディスクです。 

このディスクでは自動的に CD の再生が選ばれます。 



CD レィャー 
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スー パーオーディオ CD+CD 
av イブリッドディスク） 

HD レイヤーと CD レイヤーとが2層になったディスクです。 
お聞きになりたい層は、 SACD / CD ボタンを巧して選びま 
す。に層構成ですが片面読み出しのため、ディスクを裏返す 
必要はありません。） 

また、 CD レイヤーの内容は通常の CD プレーヤーでち再生で 
さます。 



CD レィャー 


HD (スーパーオーデイオ CD) 
レィャー 


Vディスク装着後最初に再生ずるレイヤー （HD レイヤー /CD 
レイヤー）を ミ 夫めるには 

1 MENU ボタンを巧す。 

2 WAMSW ダイヤルを回して、 「 SACD / CDSEL 」 を選ぶ。 

3 WAMSW ダイヤルを巧す。 

現在の設定び表示されます。 

4 WAMSW ダイヤルを回して、再生したいェ U アを選んで 
WAMSW ダイヤルを巧す。 


マルチチヤンネルスー パー オーディオ CD ディスク 

スーパーオーディオ CD の HD レイヤーにマルチチヤンネルの 
エリアのみが記録されているデイスクです。 

このディスクでは自動的にマルチチヤンネルのェ U アの再生 
が選ばれます。 


マルチチヤンネルエリア 



2チャンネル+マルチチャンネルスー パー オーディオ 
CD ディスク 

スーパーオーディオ CD の HD レイヤーに2チャンネルのエ U 
アとマルチチャンネルのエ U アの両方が記録されているディ 
スクです。 

お聞きになりたいエリアは、 MULTI /2 CH ボタンを巧して選 
びます。 


2チヤンネルエリア 
7ルチチヤンネルエリア 



スーパー オーディオ CD ディスクのチヤンネル 
のエリア構がによるが類 

2チヤンネルスーパーオーディオ CD ディスク 

スーパーオーディオ CD の HD レイヤーに2チヤンネルのェ U 
アのみが記録されているディスクです。 

このディスクでは自動的に2チヤンネルのェ U アの再生が選 
ばれます。 


Vディスク装着後最观こ再生ずるエリア（マルチ/ 2CH) を巧 
めるには 

1 MENU ボタンを押す。 

2 WAMSW ダイヤルを回して、 「 M /2 CH SELECT 」 を選ぶ。 

3 WAMSW ダイヤルを巧す。 

現在の設定が表示されます。 

4 WAMSW ダイヤルを回して、再生したいェ U アを選んで 
WAMSW ダイヤルを巧す。 


本機で再をできないディスクについて 



し^下のディスクは本機では再生でさません。 
エラーメッセージ 「TOC Error 」 や 「No Disc 」 が表示され 
たり、再生してを音が出なかったりします。 

• CD-ROM 

• DVD 
など 
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再生する 


ここでは、ふつラの再生のしかたと再生中の基本操作につい 
て説明します。 

i 丄 INK ケーブルをつないでいるときは （7 ページ)、 i . LINK 機 
能をオンにして高音質な音楽を再生でをます。 


POWER SACD/CD 会 ► H ■ 























d 

) 〇 〇 〇 





i d 

^ d 

[) 

I) 

〇⑩ 









WAMSW 


1 アンプの電源を入れる。アンプのボリュームを最小にす 
る。 

2 アンプの入力切り換えで本機を接続している機器のファ 
ンクシヨンを選ぶ。 

3 本機の POWER スイッチを押して電源を入れる。 

4 し LINK 機能のオン/オフを切り換える。 

ANALOG OUT 端子、 DIGITAL ( CD ) OUT 端子、 
PHONES 端子か 6 の音を聞くとき （し LINK 機能オフ） 

し LINK ボタンを押して、 lLINK ランプを消灯させます。 
i.LINK S 200 AUDIO OUT 端モか 5 の音を聞くとき 
(し LINK 機能オン） 

LLINK ボタンを押して、 i . LINK ランプを点灯させます。 

5 会 ボタンを押してディスクトレイを開け、ディスクを置 
く。 



文字の書いてある面を上に 


6 ►-ボタンを巧す。 

■ I 曲目か6再生が始まります。 

途中の巧から再生を始めたいとさは、►-ボタンを押す前 
に！ ◄◄AMSW ダイヤルを回し、巧番を選んでおいてく 
ださい。 

7 アンプで音量を調節する。 


i.LINK 


再を中の含本操作 


操作 

使ラボタン 


再生を止める 

■ボタン 


再生を一時停止する 

■■ボタン 


一時停止した再生を再開する 

H ボタンまたは►-ボタン 

1 曲先へ進む 

ちに回す 

4 ダイヤルを 

再生中の巧の頭または 1 曲前に戻る 

左に回す 

4 ダイヤルを 

ディスクを取り出す 

会ボタン 



Vディスクが入つているときに電源を入れると 

自動的に再生び始まります。市販のタイマーと組み合わせると、好 
きな時間に再生を始めることができます。 

八イプリッドディスク （15 ページ）再生時に聞きたいレイ 
ヤーを切り換えるには 

SACD / CD ボタンを巧して 「 SACD 」 か 「 CD 」 を選んでください。 

Q 2チャンネル+マルチチャンネルスーパーオーディオ CD 
ディスク （15 ページ）再を時に聞きたいエリアを切り換えるには 

MULTI /2 CH ボタンを巧して 「 MULTICH 」 かに CH 」 を選んでくだ 
さい。 

ごミ主意 

• 再生時には、ボ U ュームを最小の状態から徐々にあげてください。 
本機で再生される音楽信号には可聴帯域外の成分び含まれており、 
スピーカーや耳にダメージをちえることがあります。 

• 再生するエ U アまたはレイヤーをプ□グラムモード時に切り換える 
と、プ□グラムされたトラックはク U アされます。 

• 再生中にエ U アまたはレイヤーを切り換えると、同じ場所から再生 
されるのではなく、同ートラックの頭から再生されます。ただし、 
ディスクによっては1巧目か b 再生されます。 


i 丄 INK 機能を使って再生するときは、 LLINK ボタンを巧し 

て、 LLINK ランプを点灯させます。 

i 丄 INK 機能については、 TA - DA 9000 ES に付属の取扱説明 

書を併せてご覧 < ださい。 

• 相手機器の i . LINK 機能び準備されていないときに（例： TA - 
DA 9000 ES の表示窓に 「 i.LINK Connecting 」 と表示される） ► 
ボタンを押すと、曲の頭が切れる場合びあります。 

• LLINK 機能をオンまたはオフに切り換えるとさは、ディスクトレ 
イを閉じた状態で操作してください。また、再生中に切り換えると 
さは、■ボタンを押して再生を止めてから操作してください。 

し LINK ランプが,な!打しているときは 

• i.LINK S 200 AUD 0 OUT 端子政がのすベての端子 (ANALOG 
2 CH 0 UT 端子、 ANALOG 己. 1 CH OUT 端子、ヘッドホン端子お 
よび DIGITAL に D ) OUT 端テ）からは音声が出力されません。 

•「 D . FILTER 」、「 D . OUTPUT 」、 に CH SPK MODE」、「MCH 
SPK MODE」、「LEVEL ADJUST 」 および fSPK D に TANCE 」 

のメニュー操作は無効になります。 


i 丄 INK 機能をほって再ちするときのごま意 


ディスクを再をずる 
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表巧窓の見かた 


表示窓には、ディスクや再生中の巧に関するさまざまな情報 

が表示されます。本機の状態によって、表示される情報は変 ' - 

わります。 ディスクの種類によって ly 下のように表示されます。 


TIME/TEXT 2チヤンネルスーパーオーデイオ CD デイスク 



DISPLAY MODE 
TIME/TEXT 


000 

000 

000 

CD 0 0 



W 山 

因因 
囚因 
日日 


5.1 チヤンネル 
スー)\—才ーティ 
才 CD ディスク再 
生中 


CD ディスク 


5チヤンネルスー 

JK —才一了イオ 
CD ディスク再生 
中 


その他のマルチ 
チヤンネルスー 
パーオーディオ CD 
ディスク再を中ま 
たは停止中 


CD 



停止中の表示 


TIME/TEXT ボタンを巧す。 

ディスクの全な数や全再生時間が表示されます。 


全曲数 全再生時間 






MULTI CH 

SPCD 

TRACK 

10 

'MIN 

45 

SEC 

28 

12 3 4 5 

6 7 8 910 




ス 

ク 

を 

再 

生 

ず 

る 


17 




























































































































表巧窓の見かた 


音楽信号の他に、ディスク名やアーティスト名などの情報を 
記録させたものが TEXT 付きディスクです。本機では TEXT 
情報として、ディスク名やアーティスト名、再生中の曲名を 
見ることがでさます。 

TEXT 付きディスクを入れると、 「 TEXT 」 が表示されます。 
多言語で情報が記録されている TEXT 付きディスクの場合 
は、 「 TEXT 」 と 「 MULTI 」 が表示されます。他の言語で情報 
を見たいときには 「 TEXT の情報を他の言語で見る」（19ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

ごま意 

本機で表示でさるのは英数字のみです。日本語は表示されません。 


TIME / TEXT ボタンを押す。 

押すたびに、ディスク名またはアーティスト名が表示されま 
す。アーティスト名の表示のときは 「 ART 」 と表示されま 
す。 

• 停止中の表示 
ディスクのタイトル 



な 


TIME/TEXT ボタンを押す 

ク 

ディスクのアーティスト名 



TIME/TEXT ボタンを巧ず 

み 

ディスクの全曲数と総再生時間 


TEXT 

MULTI 

CH 


10 AQ 00 

)7 

91 

0 

1 U 4D . Z0 





TIME/ 
TEXT ボ 
タンを 
巧ず 



MULTI 

5.1CH 


1 ICC 

7 

91 

0 

1 1 ■ごじ 





TIME/TEXT ボタンを}甲ず 

ク 


ディスク全体の残り時間 

MULTI 5.1 C 

SfiCD 

MIN SEC I 1 I 2 I 3 I 4 

-43.32 iWF 

TIME/TEXT ボタンを押ず 



マルチチヤンネル情報（マルチチヤンネルスー/くーオーデイ 
才 CD ディスク装着時のみ） 


再生中に DISPLAY MODE ボタンを巧すたびに、表示がつ 
いたり消えたりします。 

ただし、表示が消えるのは再生中のみで、再生を止めたり、 
一時停止したりすると表示がつきます。再び再生を始めると 
表示は消えます。 

再生を始める前に 、 DISPLAY MODE ボタンを押すと、 
「Display Off 」 が表示され、もう]度巧すと 、 「Display 
On 」 が表示されます。 


TIME/TEXT ボタンを巧す。 

巧すたびに、再生中の巧番と経過時間、残り時間、ディスク 
全体の残り時間が表示されます。 

マルチチヤンネルスーパーオーディオ CD ディスク装着時 
は、通常表示の前にマルチチャンネル情報を表示します。 


再生中の曲番と経過時間（通常表示） 



MULTI 

5.1CH 


11 1 c フ 

7 

91 

0 

11 1 ■ U 1 





な 


TIME/TEXT ボタンを巧ず 

ク 


再ま中の曲まと残り時間 


停止中の TEXT 表示 


表示を消す田 


MULTI 5.1CH 

SPCD 


[MULTI] 5.1 CH 


再を中の表示 


TEXT の情巧を見る 


ディスクを再をずる 
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再を中の TEXT 表示 


TEXT の情報を化の言語で見る 


再生中の ffi 名が表示されます。 

TEXT の情報が1日文字政上のとさは、1度スク□ールし、そ 
の後は最初の14文字が表示されます。 

マルチチャンネルスーノ ーオーディオ CD ディスク装着時 
は、再生中の巧の番号と再生時間の表示の前にマルチチャン 
ネル情報を表示します。 

• 再生中の表示 


再生中の a 名 



な 


TIME/TEXT ポタンを巧す 


マルチチヤンネル情報（マルチチヤンネルスーパーオーディ 
才 CD ディスク装着時のみ） 


MULTI 5.1CH 

SACD 


[MULTI] 5. 1 CH 


ク 


再生中の曲の番号と再生時間 


TEXT 

MUL 

Tl 5. 

K 

CH 

1 1 ICC 

)7 

8 

10 

1 1 1 ■ u u 





TIME/TEXT ボタンを押ず 

ク 


再生中の曲の残り時間 


TEXT 

MUL 

n 5. 

K 

CH 

1 1 c フ 

)7 

8 

10 

I I ■ご f 





TIME/TEXT ボタンを巧す 

ク 


CD 全体の強り時間 


TEXT 

MULTI 

5.1CH 


A n on 

)7 

91 

0 

. OZ 





TIME/ 
TEXT ボ 
タンを 
巧ず 

ごま意 

• ディスクによっては、表示でさない文字があります。 

•本機は TEXT 1 青報のラち、ディスク名やアーティスト名、巧名のみ 
を表示します。その他の TEXT 情報は表示でさません。 


お手持ちの TEXT 付さディスクが、複数の言語で記録されて 
いれば、表示を切り換えることがでをます。このよラなディ 
スクを入れると、 「 TEXT 」 と 「 MULTI 」 が表示されます。こ 
の場合は下の手順で言語を切り換えます。 

1 停止中、 MENU ボタンを巧す。 

2 WAMSW ダイヤルを回して、 「 LANGUAGE 」 を選 
ぶ。 

3 WAMSW ダイヤルを巧す。 

現在選択されている言語名 （ English 、 French 、 
German など）が点滅します。 

本機で表示することができない言語が記録されていた場 
合は 、 「Other Lang 」 が表示されます。 

4 WAMSW ダイヤルを回して言語を選ぶ。 

5 WAMSW ダイヤルを巧す。 

新たに選択した言語で情報が表示されます。 


テイスクを再をずる 
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再生したい曲を探す 


再生中または停止中に、次に再生したい曲を選んで頭出しす 
ることができます。 AMS とは、 Automatic'Music Sensor 
の略です。 



数字ボタンI 


再生したい部分を探す 


再生中または一時停止中に、巧の中の聞さたい部分を選ぶこ 
とがでさます。 



WAMSW 



1 再生中、 ◄◄/ ►►ボタンを押したままにする。 

再生音が断続的に聞こえます。 

2 聞きたい部分に近づいた5、ボタンをはなす。 

ふつうの再生にもどります。 


1 一時停止中、 ◄◄/ ►►ボタンを巧したままにする。 

再生音は聞こえません。 

2 聞きたい部分になった50ボタンを押す。 

再生が始まります。 

rover!U と表示されたときは 

最後の曲の終わりまで進んでいます。◄◄ボタンを巧してください。 

ごま意 

極端に短い巧び連続している部分は、正常にサーチでさない場含が 
あります。 


再生中または一時停止中、 INDEX — ^または INDEX -^ ボ 
タンを繰り返し押す。 

INDEX とは？ 

聞さたい部分を見つけやすいように、1巧またはディスク全体をいく 
つかの部分に区切って番号を付けたちのです。インデックス付をの 
市販のディスクには表示び付いています。 

インデックスサーチはインデックス付さの市販のディスクでしかで 
さません。 


WAMSW 


>10 


ぷ 1010 


QD L_!_J 


凶凶 ] 


r 一 11 一 I 
日日 


探しかた 

操作のしかた 

次の巧を頭出しする 
( AMS ) 

再生中、 WAMSW ダイヤルをちに回 
す。（リモコンでは、ボタンを巧 
す。） 

再生中の曲または 
前の巧を頭出しする 
( AMS ) 

再生中、 WAMSW ダイヤルを左に回 
す。（リモコンでは、1◄◄ボタンを押 
す。） 

巧番で直接選ぶ 
(ダイレクト選®) 

WAMSW ダイヤルを回して聞さたい 
曲番を選ぶ。（リモコンでは、聞きたい 
曲まで、 W / W ボタンを巧す。） 


ダイレクト選曲で探す田 


曲蚕を数字ボタンで入力する。 

V ダイレクト選 m で11巧目 w 降を入力ずるには 

1 >10ボタンを押す。 

2 数字ボタンを使って、10の位、1の位の順番で巧番を入力する。0 
を入力するとさは10/0ボタンを押す。 

例： 30曲目を選ぶとき >10 一 3一 10/0 

1日0巧目を選ぶとき >10一 >1日一1一10/0一 10/0 

ご注意 

総トラック数び10日曲じ(下のときに>10を2回押すと、元の表示に戻 
0ます。 


聞宝なび百探す（ヴーチ）圈 


時問表示を見なび百採す（高速サーチ）の 


インデックスを使って探す 
(インデックスサーチ）田 


0 □ 0 

0 0 0 


000 | 

〇〇〇 

0001 


ディスクを再をずる 


〇 

〇 

CD 

CD 

CD 

〇 

〇 

〇 

CD 

〇 

〇 

〇 

cz> 

口 


[> 

1 

□: 

何 

〕[ 

阿 

ZD 

向 

囚 
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繰 0 返し再をする 


再を開始時巧を巧めて探す（タイムサーチ） 


1 停止中に、 w/w ボタンを巧して、聞きたい巧を還 
ぶ。 

2 ►►ボタンを巧したまま、表示窓を見なび6、再生 

を閱始ずる時間を巧める。 

はじめに►►ボタンを巧すと®の頭か5、◄◄ボタンを巧 
すと曲の終わりから設定でさます。 


MIN SEC 

(27571 


3 C- ボタンを巧ず。 

タイム サーチび 始まります。 


MULTI 5.1 CH 

SACD 


ディスクの全曲を繰り返し再生します。シャッフル再生に2 
ページ）やプ□グラム再生に3ページ）を選んだ状態でち、 
繰り返し再生でさます。また、ある1巧だけを繰り返した 
り、1巧中のある範囲だけを繰り返すこともでさます。 


REPEAT 





ごミち意 

全曲 U ピートと1曲 U ピートのどち5を選んでいたかは、本機の電源 
を切ったり、電源プラグをおいたりしても記憶されています。ただ 
し、 A - BU ピートの設周ま、本機の電源を切ったり、電源プラグを抜 
いたりすると消まされます。 


を巧を繰0返す（を曲 y ピート） 


REPEAT ボタンを1回巧して、1>を巧す。 

全な U ピートが始まります。 「 Repeat 」 が表示され、全曲 U 
ピートが始まります。 

選ばれている巧生のしかたによって、繰り返しかたが変わり 
cJ ^ 9 〇 


選ばれている再生 

繰り返しかた 

ふつラの再生 （16 ページ） 

全曲を順番に再生する 

シャツフル再生に2ページ） 

繰0返すたびに巧順び変わる 

プ□グラム再生 （23 ページ） 

プ n グラムの曲順に再生する 


を巧リピートを止めるには 

■ボタンを巧す。 


ふつラの再まに戻すには 

「 Repeat 」 び消'えるまで、 REPEAT ボタンを繰り返し巧す。 


テイスクを再をずる 
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操り返し再生する面 


1曲だけを繰0返す （1 曲リピート) 


ランダムに再生する 

(シャッフル再を）团 

順不同に全巧を1回ずつ再生します。 


繰り返したい巧の再を中に、 「REPEAT1J と表示されるま 
で REPEAT ボタンを繰り返し巧ず。 

1巧|」ピートび始まります。 

1曲 y ピートを止めるには 

■ボタンを巧す。 

ふつラの再まに戻すには 

「 REPEAT 1」び消えるまで、 REPEAT ボタンを繰り返し巧 
す。 


1曲中のおる部分だけを繰0返す 
( A - B リピート） 


1曲中で聞さたい部分を指定し、そこだけを繰り返し聞くこ 
とびでさます。1曲の範囲を越えて指定することはでさませ 
/ v 。 

1 再を中に、繰り返したい部分の始点 （A 点）で A^B ボタ 
ンを巧す。 

「 REPEAT 」 が点灯し、 「 A 」 が点滅します。 

2 そのまま再生を続けて（または►►ボタンを巧して）繰り 
返したい部分の終点 （B 点）まで進み、 A 卜 ■►B ボタンを巧 
す。 

「REPEAT A - B 」 が点灯し、 A - BU ピートが始まりま 
す。 


CONTINUE 



〇 〇 〇 
〇 〇 〇 
〇 〇 〇 
口 〇 〇 




粒凶 I 

因因 
日日 




SHUFFLE 


1 停止中に、 SHUFFLE ボタンを巧す。 

2 [> ボタンを巧す。 

シャッフル巧生が始まります。 

なに再生する巧が決まる間は、なが表示されます。 
全曲を1回ずつ再生し終わると停止します。 


A - BU ピートを止めてふつラの再をに戻すには 

REPEAT ボタンまたは■ボタンを押す。 

繰り返ず部分を巧に進めることびできまず。 

今繰り返している部分の終点を始点に変え、新たに終点を指定しま 
す。 

1 A - BU ピート中に、 A 卜■►臣ボタンを押す。 

今の終点が始点 （ A 点）に変わります。 

「 REPEAT 」 び点巧し、 「 A 」 び点滅します。 

2新たに指定したい終点旧点）まで進み、 A 卜目ボタンを押す。 
「REPEAT A - 目」び点巧し、新たに指定した部分の A - BU ピートが 
始まります。 

始点 （ A 点）に戻したいとまは 

A - 目 U ピート中、 [> ボタンを巧します。 


ふつラの再をに戻ずには 

CONTINUE ボタンを押す。 

次に再生ずる巧を頭出しできまず。 

w / w ボタンを押す。 

► W ボタンを押すと;欠に再生する巧を頭出しして、！ ◄◄ ボタンを押す 
と再生中の巧の頭に戻ります。すでに再生び終わった巧には戻りま 
せん。 

ご注意 

シャッフル 再生中に、スーパーオーデイオ CD の再生エリア（マルチ 
/2 CH ) またはレイヤー ( HD / CD )(15 ページ）を蜜要したとを 
は、再度、順不同に全曲を1回ずつ再生します。 
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CLEAR 


数字ボタン 


>10 

CHECK 




QlJ W 

Im 凶 1 

因因 

日日 


1 停止中に、 PROGRAM ボタンを押す。 

「 Program 」 が表示されます。 

2 数字ボタンを巧して巧蚕を入力する。 

巧をプ□グラムし直すには 

CLEAR ボタンを押してか6、ちラ1度正しい曲蚕を入力 
する。 

ディスクの11曲目 ly 障を選ぶときは 

>10ボタンを使ラに0ページ)。 

3 手順2を繰り返して、聞きたい曲をすべてプ□グラムす 
る。 

新しい®をプ□グラムするたびに、プ□グラムの含計時 
間が表示されます。 

4 に-ボタンを巧す。 

プ〇グラムの再生が始まります。 


ふつラの再をに戻すには 

CONTINUE ボタンを押す。 

再生がおわっても、プ□グラムは残っていまず。 

[：：> ボタンを押すと、プ□グラムの最初から再び再生します。再生を 
途中で止めても、プ□グラムは消えません。 

ごま意 

プ□グラムは次の場含に消えます。 

一本機の電源を切ったとさ 
一電源プラグを抜いたとを 
一会ボタンを巧したとさ 

-スーパーオーディオ CD 再生エ U ア（マルチ/ 2 CH ) またはレイ 
ヤー （ HD / CD ) を変更したとき （1 日ページ） 


聞をたい曲を巧をな順番で再生 

する（プログラム再を）团 

聞さたい ffl だけをプ□グラムして巧生でをます。プ□グラム 
には32巧（または合計時間999分59秒）まで登録できます。 


CONTINUE - の CD ce - PROGRAM 


プ□グラムの巧客を確認する 

再生を始める前または再生中、 CHECK ボタンを巧す。 

押すたびに、プ□グラムの ffi 順で、巧番が表示されます。再 
生中は、再生中の®番から表示されます。 

プ□グラムの内容をお更する 

再生を始める前、 

プ□グラムの内容を変更でをます。 

変更のしかた 

操作のしかた 

を中の曲を消ず 

1消したい巧び表示されるまで、 
CHECK ボタンを巧す。 

2 CLEAR ボタンを押す。 

最後の巧から消す 

CLEAR ボタン押す。 

押すたびに、プ□グラムした最後の 
曲か5消える。 

最後に追加する 

ボタンを巧して追加したい 
巧を還び、 PROGRAM ボタンを巧 
す。あるいは、追加したい巧番の数 
字ボタンを巧す。 

ずべてを'消す 

「Prog CLEAR 」 と表示されるま 
で、 CLEAR ボタンまたは■ボタンを 
巧し続ける（約2秒間)。 


010 0 01 口 & 

0 08留 

〇 〇 〇」宙一 


ディスクを再生ずる 
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デジタル フィルターを 切り換え 
て CD を 聞< 

本機には折り返しノイズを除去するために、デジタルフィル 
ターが用いられています。このデジタルフィルターの遮断特 
性を変えることによって、音質を変化させることがでさま 
す。本機では、 「 STANDARD 」 と 「 OPTION 」 の2種類から 
選ぶことができます（出荷時は 「 STANDARD 」 です)。 

i 丄 INK ランプが点丹しているときは機能しません。 



WAMSW 


MENU 


1 MENU ボタンを巧す。 

2 WAMSW ダイヤルを回して、 「D. FILTER」 を選ぶ。 

3 WAMSW ダイヤルを巧す。 

4 WAMSW ダイヤルを回して、 「STANDARD」 また 
は 「OPTION」 を選ぶ。 

5 WAMSW ダイヤルを巧ず。 

「 OPTION 」 を選択した場含は 「 FILTER 」 が点灯します。 

デジタルフィルターの特長 

STANDARD 

情報量がを<、広いレンジ感と広い空間表現が特長です。 

OPTION 

なめ6かなタッチでエネルギー感があり、音像定位が明瞭な 
のが特長です。 

ご注意 

• スーパーオーディオ CD のディスクが入っているとさは、操作でさ 
ません。 

• 組み合わせる機器やディスクによっては、効果がわかりにくい場合 
びあります。 


デジタル出力のオン/オフを 
切り換える 

本機では、デジタル出力のオン/オフの切り換えができま 
す。同軸 （ COAXIAL ) または光 （ OPTICAL ) のいずれかの 
端テを使用する場合はオン （ D . OUTON ) を選択します（出 
荷時はオンです）。 

し LINK ランプが点灯しているときは機能しません。 



WAMSW 


MENU 


1 MENU ボタンを巧す。 

2 WAMSW ダイヤルを回して、 「D. OUTPUTJ を題ぶ。 

3 WAMSW ダイヤルを巧す。 

4 WAMSW ダイヤルを回して、 「D.OUTON」 または 
「D.OUTOFF」 を選ぶ。 

5 WAMSW ダイヤルを巧す。 

ごま意 

スーパーオーディオ CD ディスクび入っているとさは、操作でさませ 
ん。また、本設定にかかわりなく、スーパーオーディオ CD ディスク 
再を時は、 DIGITAL に D ) OUT 端テからは音声び出力されませ 

/ \j 。 


ディスクを再をずる 


24 


















































7 ルチチヤンネルスーパーオーディオ CD ディスクを聞 < 

封 



ENTER 


(7 ルチ-チヤンネル- 7ネジタント機茵 

本機はマルチ-チヤンネル- マ巧木 V 卜機能を搭載してい 
ます。マルチ-チヤンネル機能とはプレーヤー内蔵の DSD - 
DSP により、 スピーカーの 配置やサイズに合わせた スーパー 
オーディオ CD の再生環境を設定する機能です。 

し LINK ランプが点なしているときは機能しません。 

スピーカー配置の例 



マネジメント機能を設定するには 

1 あらかじめプ U セツトされている再生モードを選ぶにチゎンネル 
再生モード、マルチチヤンネル再生モードをそれぞれ設定しま 
す)。 

2 各チヤンネルの出カバランスを調節する（マルチチヤンネル再生 
モードのみ)。 

ごま意 

• マルチ-チヤンネル-マネジ六ント機能は、スーパーオーディオ 
CD ディスク再生時のみ有効です。 

• 選がされた再生モードによっては、出カバランス調節びできないも 
のびあ0ます。 


MENU 


WAMSW 


ノ 








〇 。 J 

〇〇〇 


© 0 C 

) 公 


〇⑩ 



LEVEL ADJ 


2チヤンネル再をモードを選ぶ 


1 MENU ボタンを巧ず。 

2 WAMSW ダイヤルを回して、 「2 CHSPKMODEJ 
を選ぶ。 

3 WAMSW ダイヤルを巧す。 

再生モードび表示されます。 


再生モード 

フ□ントスピーカーサブウーファー 

2 CH Direct 

それぞれのチャンネ レの音青信号び直接各ス 
ピーカーか5出力されます。サブウーファー 
か5は出力されません。 

2 CH + SW 

有 有 


4 WAMSW ダイヤルを回して、再生モードを選ぶ。 

5 WAMSW ダイヤルを巧ず。 

ごミち意 

2チヤンネル巧をモードの還巧は、 CD ディスクまたはマルチチヤン 
ネルスーノ（ーオーディオ CD ディスク装着時にはでさません。2チヤ 
ンネルスーパーオーディオ CD ディスク装着時、ディスクトレイび開 
いている状態、またはディスク無しの状態で斤ってください。 


1 MENU ボタンを巧ず。 

2 WAMSW ダイヤルを回して、 「 MCHSPKMODE 」 
を選ぶ。 


マルチチヤンネル再をモードを選ぶ 


ディスクを再生ずる 


口 □ 〔 〇〇〇西 口 
0 □ 〔00000 
0 〇〇〇 □コ 
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マルチチヤンネルスーパーオーデイオ CD ディスクを聞 < 


3 WAMSW ダイヤルを巧す。 

再生モードが表示されます。 




ス 

ク 

を 

再 

を 

ず 

る 


再生モード 

フ□ントセンターサラウンド 
スピーカースピーカースピーカー 

サブ 

ウーファー 

MCH Direct 

それぞれのチヤンネルの音青信号び直接香ス 
ピーカーか5出力されます。 

日 - Large + SW 

Large 

Large 

Large 

有 

日 - Large 

Large 

Large 

Large 

お 

5 -Small + SW 

Small 

Small 

Small 

有 

FRT - Large + SW 

Large 

Small 

Small 

有 

FRT - Large 

Large 

Small 

Small 

化 

No-CNTR + SW 

Large 

化 

Large 

有 

No-CNTR 

Large 

か 

Large 

か 


FLargeJ rSmallJ とは？ 

低域を十分に再生できる大きなスピーカーを 「 Large 」 と 
しています。たとえばサラウンドスピーカーを 「 Small 」 
とする「5 - Small + SW 」 や 「FRT - Large 」 などの設 
定にすると、サラウンドスピーカーの低域成分はサブ 
ウーファーまたはフ□ントスピーカーに配分されます。 
通常は 「MCH Direct 」 または日本すベてのスピーカーを 
「 Large 」 とした「日 - Large + SWJ や「5 - Large 」 の 
設定を選びます。 

マルチチャンネルスーパーオーディオ CD ディスクの再生 
時に、音が割れたりマルチチャンネル再生の効果が不十 
分に感じられるときは、該当するスピーカーの設定が 
「 Small 」 になる設定を選びます。 

4 WAMSW ダイヤルを回して、再生モードを選ぶ。 

5 WAMSW ダイヤルを巧す。 

通常の表示に戻るには MENU ボタンを押します。 


ご注意 

•「MCH Direct 」 を選択すると、バランス調節びできません。 

• 「サブウーファー」を r 無」に設定した場合、フ□ントスピーカーの 
設定は 「 Large 」 固定になります。 

• LFE " 信号を含んでいないトラックの再生時はヴプウーファーから 
音声は出力されません （「MCH Direct 」、 「5 - Large + SWJ また 
は 「 No-CNTR + SWJ び選択されているときなど)。 LFE 信号を 
含んでいないトラックの再生時にもヴプウーファーから低域成分を 
出力させたい場含は、スピーカー設定をに mall 」 とした設定（「己 
- Small + SWJ または 「FRT - Large + SWJ ) を選びます。 

* Low Frequency Enhancement (低域信号）（「.1 ch 」 と表示 
されています。） 


るスピーカーの出カバランスを調節する 


マルチ-チヤンネル-マネジ;ント機能により、政下の調節 
がでさます。 

rCNTR BALANCEJ 

フ□ントス ピーカーと センター スピーカーの 出カレベル相対 
バランス 

rSURR BALANCE 」 

フ□ントス ピーカーと サラウンドス ピーカーの 出カレベル相 
巧バランス 


rSW BALANCE 」 

フ□ントスピーカーとサブウーファーの出カレベル相対バラ 
ンス 

本機で出カバランスを調節ずる 

1 MENU ボタンを巧す。 

2 WAMSW ダイヤルを回して 、 「LEVEL ADJUSTJ 
を選ぶ。 

3 WAMSW ダイヤルを巧す。 

再生中は手順6に進んでください。 

4 WAMSW ダイヤルを回して 、 「TONE ON 」 を選 
ぶ。 

5 WAMSW ダイヤルを巧す。 

各スピーカーから順番にテスト I -ーンが出力されます。 
表示窓には、テスト!-ーンが出力されているスピーカー 
が表示されます。 

6 WAMSW ダイヤルを回して、調節したい項目を選 
ぶ。 

「CNTR BALANCE」、「SURR BALANCE」、「SW 
BALANCE 」 の中から選びます。 

ごま意 

マルチチヤンネル再をモードに5ぺージ）で、サブウーファーを 
r 無」に設定した場合、に W 臣 ALANCE 」 は調節できません。セ 
ンタースピーカー、サラウンドスピーカーについてち同様です。 
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7 WAMSW ダイヤルを巧す。 

出カバランス設定画面が表示されます。 

停止中は選ばれているスピーカーからテスト I -ーンが出 
力されます。 

rSURR BALANCE 」 を選んでいる場含（停止中） 

フ□ントス ピーカーと サラウンドス ピーカー からのみテ 
スト I -ーンが出力されます。 


SACD 



8 WAMSW ダイヤルを回して、出カバランスを調節す 
る。 


SfiCD 

DISC 112 13 1415 

FRT: …丄 _:SURR fWFF 


9 WAMSW ダイヤルを巧す。 

手順 6 の状態に戻ります。 

他のスピーカー調節をする場创ま、手順6から9を繰り返 
します。 

10 調節が終了した6、 MENU ボタンを巧す。 

通甫表示に戻ります。 

リモコンで出カバランスを調節ずる m 

1 LEVEL ADJ ボタンを巧す。 

再生中は手順4に進んでください。 

2 W/W ボタンを繰り返し巧して 、 「TONE ON 」 を選 
ぶ。 

3 ENTER ボタンを押す。 

各スピーカーから順番にテスト I -ーンが出力されます。 
表示窓には、テスト!-ーンが出力されているスピーカー 
が表示されます。 

4 w/w ボタンを繰り返し巧して、調節したい項目を選 
ぶ。 

rCNTR BALANCE]. rSURR BALANCE]. 「SW 
BALANCE] の中から選びます。 

ごま意 

マルチチヤンネル再生モードに日ページ）で、サブウーファーを 
r 無」に設定した場含、 「 SW 臣 ALANCE 」 は調節できません。セ 
ンタースピーカー、サラウンドスピーカーについてち同様です。 


5 ENTER ボタンを巧す。 

出カバランス設定画面が表示されます。 

停止中は選ばれているスピーカーか6テストトーンが出 
力されます。 

rSURR BALANCEJ を選んでいる場含（停止中） 

フ□ントス ピーカーと サラウンドス ピーカー か6のみテ 
ストトーンが出力されます。 


SPCD 

DISC II 12 13 14 15 

FRT：1：SURR 


6 w/w ボタンを繰り返し巧して、出カバランスを調節 
する。 


SfiCD 

DISC II 12 13 14 15 

FRT: …丄 :SURR 


7 ENTER ボタンを巧す。 

手順 4 の状態に戻ります。 

他のスピーカー調節をする場合は、手順4か67を繰り返 
します。 

8調節が終了した5 、 LEVEL ADJ ボタンを巧す。 

通常表示に戻ります。 

ごを意 

• マルチ-チヤンネル-マネジメント機能で、に CH Direct 」、 

「MCH Direct 」 政外の再生モードを選択すると、鲁スピーカーへ 
の音の配分び変わるため、全体の音量び下がる場合びあります。そ 
の場合は、アンプのボ U ユームで調節してください。 

•「MCH Direct 」 を選択すると、バランス調節びでさません。 


テイスクを再をずる 


27 


























































マルチチヤンネルスーパーオーデイオ CD ディスクを聞 < 


スピーカーまでの 距離を設定する 


接続しているアンプに距離設定ニューがない場をは、本機 
でスピーカーの距離を調節することがでさます。接続してい 
るアンプにスピーカー距離設定機能がある場合は、アンプ側 
で設定することをおすすめします。 

ごミ主意 

本機とアンプの両方でスピーカー距離を設定した場合は、両方が働 
くため、適切な音質を得られません。 

FRT DIST . 

U スニングポジションからフ□ントスピーカーまでの距離 
1 . 0 ><- トルか 67.0 メー トルのあいだで 0.1 —トルずつ調 
節でさます。 

スピーカーが U スニングポジションから等距離に設置されて 
いない場をは、近いちにをわせてください。 

SURR DIST . 

U スニングポジションからサラウンドスピーカーまでの距離 
1 . 0 ><- トルか 67.0 — トルのあいだで 0 — トルずつ調 
節でさます。 

スピーカーが U スニングポジションから等距離に設置されて 
いない場をは、近いちにをわせてください。 

CNTR DIST . 

U スニングポジションからセンタースピーカーまでの距離 
1 . 0 ><- トルか 67.0 — トルのあいだで 0 — トルずつ調 
節でさます。 

SUBW DIST . 

U スニングポジションからサブウーファーまでの距離 
1 . 0 ><- トルか 67.0 — トルのあいだで 0.1 — トルずつ調 
節でをます。 

D に T . UNIT 

距離設定の単位 (meter (メートル）か feet (フィート））を 
選びます。 

ご注意 

下記のよラな場含にはスピーカー距離を設定でさません。 

-本臟び CD 情報（あるいはスーパーオーディオ CD の CD エ U ア） 
を読み取ってし''るとさ 

一本機びスーパーオーデイオ CD の2チヤンネルェ U アを読み取つ 
ているとを 

-i 丄 INK ランプが点灯しているとき 


1 MENU ボタンを巧す。 

2 WAMSW ダイヤルを回して 、 「SPK DISTANCE 」 
を選ぶ。 

3 WAMSW ダイヤルを巧す。 

再生中は手順6に進んでください。 

4 WAMSW ダイヤルを回して、項目を選ぶ。 

「 FRTDIST」、「SURR DIST」、「CNTR DIST 」、 
「SUBW DIST .」 から選んでください。 

ごミ主意 

マルチチヤンネル再生モードに日ページ）でサブウー 
ファーを「無」に設定すると 、 「SUBW DIST .」 は設定で 
きません （「Not In Use 」 と表示されます)。同様に、セ 
ンタースピーカーを「無」に設定すると 「CNTR DIST .」 
は設定でさません。 

5 WAMSW ダイヤルを巧す。 

表示窓に、スピーカー距離設定が表示されます。 

例 ： rSURR DIST 」 を選んだとき 
(「 DIST . UNIT 」 は 「 meter 」） 



MULTI 

CH 


CIIDD 〇 

7 

91 

0 

bUKK J . Um 巨 t 巨广 





6 WAMSW ダイヤルを回して、調節したい項目を選 
ぶ。 


MULTI CH 

SflCD 

DISC M I 2 l_3 l_4 l_5 

SURR 2.5meter mw 


7 WAMSW ダイヤルを押す。 

手順 4 に戻ります。さらに設定項目を追加したい場をは、 
手順4から7を繰り返してください。 

8 設定を終えたあとに MENU ボタンを巧す。 

通常の表示に戻ります。 

距離設定の単位を選ぶには 

上記の手順4で、 「 DIST . UNIT 」 を選びます。 
wAMSw ダイヤルを回して、 「 meter 」 か 「 feet 」* を選 
び、 WAMSW ダイヤルを押します。 

*「 feet 」 を選択すると、3フィートから23フィートの範囲で1フィー 
卜ずつ調節でさます。 

お買い上げ時の設定に戻すには 

すべてのスピーカー距離を— トル （10 フィート）に設定 
します。 


ディスクを再をずる 
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その他の情巧 

この章では、本機をご使用になる上で 
の参考として役立つ情報を説明してい 
ます。 


ディスクの取り巧い上のごを意 

取り扱いかた 

• 文字の書かれていない面（再生面）に手を触れないよラに持ちま 
す。 

• 紙やシールを貼らないでください。 



• 本機では円形ディスクのみお使いいただけます。円お政がの特殊な 
形状（星型、八ート型など）をしたディスクを使用しますと、本機 
の故障の原因となることがあります。 

• 中ち/レンタル CD などでシールやのりが付着しているディスクは 
使用しないで < ださい。 

保巧のしかた 

• 直射日光が当たるところなど温度の高い所、湿度の高い所には置か 
ないで < ださい。 

•ケースに入れて保存してください。ケースに入れずに重ねたり、立 
てかけてお<と変形の原因になります。 

お手入れのしかた 

• 指紋やほこりによるディスクの巧れは、音質低下の原因になりま 
す。いつちされいにしておさましよラ。 

• ふだんのお手入れは、柔らかい巧でディスクの中むからがの方向へ 
軽くふをます。 



•ちれびひどいとさは、水でかし湿らせた柔らかい巧でふいた後、さ 
らに乾いた巧で水気をふさ取ってください。 

.ベンジンやレコードクリーナー、静電気防止剤などは、ディスクを 
傷めることびありますので、使わないで<ださし、。 


CD - R / CD - RW の再生について 

表面の傷やよごれ、録音状態、また録音機の相性などの理由でラま 
く再をされないことがあります。また、フアイナライズされていな 
い CD - R / CD - RW は再をできません。 

CD 再生時のごま意 

本製品は、コンパクトディスク （ CD ) 規格に準拠した音楽ディスク 
の再生を前提として、設計されています。最近、いくつかのレコー 
ド会社より著作権保護を目的とした技術が搭載された音楽ディスク 
び販売されていますが、これらの中には CD 規格に準拠していないも 
のもあり、本製品で再生-録音できない場合びあります。 


その他の悟巧 
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K 障かな？とおった 6 


本機の調子がおかしいとき、修理に出す前にもう1度点検し 
てください。それでち正常に動作しないときは、お買い上げ 
店または ソニーサービス 窓口、 ソニーの 相談窓口（裏表紙） 
にお問い合わせください。 

し LINK S 200 AUDIO OUT 端子か S 音が出 
ない。 

接続したアンプの入力が i . LINK に設定されていますか？ 
ーアンプの入力切り換えで i 丄 INK を選んでください。 

接続するアンプの取扱説明書をご覧ください。 
lLINK 機能がオンリ. LINK ランプ点な）になっています 
か？ 

-► i . LINK ボタンを押しで. LINK 機能をオンにしてくだ 
さい。 lLINK 機能がオンになっている時は i 丄 INK ラ 
ンプが点灯します （1 目ページ)。 
i . LINK ケーブルがはずれていませんか？ 

—► 正しく接続しなおしてください。 

付属の i . LINK ケープルを使用していますか？ 

一市販の lLINK ケープルを使用する場合は、3.日><ート 
ル政下で、 S 200に対応した i . LINK ケーブルをお使い 
<ださい。 

対応している機器臥外の機器を接続していませんか？ 

一7ページをご覧ください。 

接続する機器の取扱説明書をご覧ください。 

複数の i . LINK 機器を接続していませんか？ 

一複数の lLINK 機器を接続すると、音が出ない場合が 
あります。 

数砂間音が出ない。 

-►著作権保護技術にちとづいて機器間で認証を行ってい 
るあいだ、音は出ません。 

ANALOG OUT 端子か6音が出ない。 


LLINK 機能がオン （ i . LINK ランプ点な）になっていませ 
んか？ 

-► i . LINK 機能がオン （ i . LINK ランプ点灯）になっている 
と、アナ□グ出力か6音が出ません。 i . LINK ボタン 
を押して i 丄 INK ランプを消してください （16 ペー 
ジ)。 

接続したアンプの入力切り換えは正しく選択されていま 
すか？ 

ーアンプの入力切り換えで本機の音声が出るように選択 
して < ださい。 

一接続したアンプの入力端子が正しいか確認してくださ 
い。 

接続コードが外れていませんか? 

—► 正しく接続しなおしてください。 

DIGITAL に D ) OUT 端子か S 音が出ない。 


LLINK 機能がオン （ i . LINK ランプ点な）になっていませ 
んか？ 

-► i . LINK 機能がオン （ i 丄 INK ランプ点灯）になっている 
と、 DIGITAL に D ) OUT 端テか6音が出ません。 
i . LINK ボタンを巧してランプを消して i . LINK ランプ 
を消して<ださい （1 目ページ)。 
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スーノ（ーオーディオ CD を再生していませんか？ 

-► スーパーオーディオ CD の音声は 、 DIGITAL ( CD ) 
OUT 端テか6出力されません。 

「 D . OUTPUT 」 が、オフに設定されていませんか？~ 
「 D . OUTPUT 」 をオンにしてください （24 ぺージ)。 

SUB WOOFER 端子か S 音が出ない。 


サブウーファーからの出力がある再生モードを選んでい 
ますか？ 

-► 再生モードで SUB WOOFER を「有」に設定してく 
ださいに6ページ)。 

LFE 信号を含むディスクを再生していますか？ 

-► LFE 信号を含んでいないトラックの再生時はマルチ 
チヤンネル再生モードで 「5 - Small + SWJ または 
fFRT-Large + SWJ を選んでいるときのみ、 

SUB WOOFER 端テから音が出ますに日ページ)。 

へッドホンか6音が出ない。 


LLINK 機能がオン （ i 丄 INK ランプ点灯）になっていませ 
んか？ 

LLINK 機能がオン （ i . LINK ランプ点灯）になっている 
と、 PHONES 端子から音が出ません。アンプのへッ 
ドホン端テをお使いください。 

再をび始ま S ない。 


正しいディスクが入っていますか？ 

—► ディスクが入っているかどうか確認してください。 

—► ディスクを裏返しに入れていないか確認してくださ 
し、。文字の書いてある面を上にして、ディスクトレイ 
にディスクを置いて < ださい。 

■►ディスクがななめに入っている場合、ディスクを置さ 
なおして < ださい。 

-► ディスクがミちれていないか確認してくださいに9 
ぺージ、 

■►本機で再生できないディスクを選んでいないか確認し 
てください （1 日ページ)。 

結露している。 

—►結露していると、再生できないことがあります。ディ 
スクを取り出して電源を入れたままの状態で約1時間 
放置し、再度電源を入れ直してか6再生を始めて<だ 
さい。 

y モコンで操作でをない。 


U モコンと本体のあいだに障害物がありませんか？ 

-► 本機が見える位置から U モコン操作してください。 
本機の U モコン受光部に向けて操作していますか？ 

-► 本機の U モコン受光部に向けて操作してください。 
U モコンの乾電池が消耗していませんか？ 

—► 新しい乾電池と交換してください。 


その他の情巧 









メッ七ージ表巧一覧 


お使いになっているとき、状況により、英語のメッセージが 
出ます。日本語の意巧は下の表の通りです。 


メッセージ 

エラ- 

—ド 

原因 

TOC ERROR 

- 


再生でさないディスク 
を入れている。 

BUS FULL 

C 78 : 

15 

LUNK のバスび混み 
合っているため、本機 
から信号を出力でさな 
い。 


保証書と アフターサービス 


巧話書 

• この製品には保証書が添付されていますので、お買い上げ 
の際お受け取り < ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に 
保存してください。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 

調子び悪いとをはまずチェックを 

この説明書ををう1度ご覧になってお調べください。 

それでち貢をの悪いとまはヴービス窓□へ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談窓口のご案内」 
にある近くのソニーサービス窓口にご相談ください。 

保証巧巧中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳し 
くは保証書をご覧 < ださい。 

保証巧巧の経過をの修埋は 

修理によって機能が維持でさる場合は、ご要望により有料修 
理させていたださます。 

部品の保有巧巧について 

当社では、ステレオの補修用性能部品（製品の機能を維持す 
るために必要な部品）を、製造打ち切り後最低8年間保有し 
ています。この部品保有期間を修理可能の期間とさせていた 
だきます。保有期間が経過した後ち、故障箇所によっては修 
理可能の場合がありますので、お買い上げ店か、サービス窓 
口にご相談ください。なお、補修用性能部品の保有期間は通 
商産業省の指導にちよるちのです。 

ご相談になるとをは次のことをお巧6せ<ださい。 

• 型式： SCD - XA 9000 ES 
• 故障の状態：でさるだけ詳し< 

• 購入年月曰 


その他の情巧 
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まな仕様 


SCD - XA 9000 ES 


スーパー オーデイオ CD 再ま時 


再生周液数節囲 


周波数特性 
ダイナ S ックレンジ 
全高調放ひずみ率 
ワウ.フラツタ— 


2 Hz 〜100 kHz 
2 Hz 〜 50 kHz (-3 dB ) 

108 dBl；LL 
0.0012% しの^ 

測定限界値（±0.001% W . PEAK ) 似下 


CD 再を時 


周波数特性 
ダイナ S ックレンジ 
全高調放ひずみ率 
ワウ.フラツタ— 


2 Hz 〜 20 kHz * 

100 d 臥^上* 

0.0017% しの^# 

測定限界値（±0.001% W . PEAK ) 政下* 


* EIAJ (曰本電子機械工業会）の規格による測定値です。 


出力端子 


端子名 

端子おげ 

出カレベル 

負荷インピー 
ダンス 

ANALOG OUT 

ピンジャック 

2 Vrms 
ほ Okn 賦 

lOkO 攻上 

DIGITAL ( CD ) 
OUT OPTICAL * 

角形光コネク 
タージャック 

-18 d 目 m i 

' 発光波長 
、660 nm ^ 

DIGITAL ( CD ) 
OUT COAXIAL * 

同軸コネクター O . SVp-p 
ジャック 

750 

PHONES 

ステレオ標準 
ジャック 

10 mW 
(可変最大） 

320 


* CD の音声のみ出力 


i 丄 INK 部 

ピン数 

幸ち送スピード 


伝送プ□トコル 


信号フオーマット（出力) 


4ピン 

S 200 (最大データ転送速度200 
Mbps ) 

八/ M トランス S ツシヨンプ□卜 
] ル 

スーパーオーディオ CD (DSD 
PLAIN ) 

2チヤンネル U ニア PCM (EC 
60958-3) 

サンプリング周波数 44.1 kHz 


電源 • その他 

電源 

消費電力 
最大外お寸ま 

質量 

付属品 

4ページをご覧ください。 

仕様および外観は、改良のため、予告なく変更することがあ 
りますが、ご了承ください。 

• キャビネットに八□ゲン系難燃剤を使用していません 
. システムの本体キャビネットに八□ゲン系難燃剤を使巧 
していません 


AC 100 V 、 50/60 HZ 
28 W 

430 X 1 27 X 387 mm 
(幅/高さ/契行、最大突起部含む) 
約 16.2 kg 


DTLA の〕ピ ー• プ□テクシヨン技術 （Revision 1.2) に対応 
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索引 


五十音順 

ぁ行 

一時停止1目 
ェ U ァ1日 

お手入れ29 

か行 

繰り返し聞く 
A -巨リピート22 
1 ffiU ピート22 
全曲 U ピート21 

コード 

オーディオ接続コード5 
電源プラグ アダプター 9 
同軸デジタル接続コード8 
光デジタル接続コード8 
高速 サーチ 2日 

さ行 

ヴーチ20 
再生 

巧番を選んで再生する20 
再生する16 

マルチチャンネルスーパーオーディオ CD 2日 
シャッフル再生22 
スーパーオーディオ CD 14 
スピーカー距離設定28 
接続する5 


は行 

表示17 
付属品4 
プ□グラム再生 
再生のしかた23 
プ□グラム内容の変更23 

ま行 

マルチチヤンネルスーパーオーディオ CD 1日 
7ルチ-チヤンネル*マネジメント2日 

5巧 

リモコン13 
レイヤー14 

アルファベット順 

エーエムエス 

AMS 20 
ANALOG 出力日 
DIGITAL 出力8 

アイリンク 

i.LINK 7 

テキスト 

TEXT 18 
TOC 15 


た行 

タイム サーチ 21 
ダイレクト選な20 
ディスクを入れる16 
デジタルフィ ルター 24 
電池4 


その他の情巧 
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よくあるお問い合わせ、辭ミ夫方法などは 
ホームページをごま用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 



ソニー株式会社 干10目-日日7己東京都港区港南 1-7-] 
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